












































































































































































































































表 2.　栄山江流域の古墳の変遷（金洛中 案 : 金洛中 2009）























































































表 1.　栄山江流域の古墳の変遷（林永珍 案 : 林永珍 2011）
区分 紀元前後～2C末 2C末～4中葉 4C中葉～5C末 5C末～6C初め
方形木棺墳丘墓 　　　　　　　　　　　　 　 　　
台形木棺墳丘墓 　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
（長）方形木棺墳丘墓 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　 　 　 　
円（台）形石室墳丘墓
鼓形石室墳丘墓 　 　 　  　　　　　　
墳丘規模 低墳丘（低墳丘墓） 中墳丘（墳丘古墳） 高墳丘（墳丘高塚） 高墳丘（墳丘高塚）
墳丘形態 方形 台形 （長）方台形 円（台）形
中心埋葬主体 木棺 木棺 専用甕棺 石室
埋葬方式 単葬─多葬 多葬（水平的） 多葬（垂直的） 合葬
祭祀（周溝内） 未詳 小規模 盛行 衰退







































































































































































図 13.　新村里 9号墳の甲・乙・丙甕棺墓および出土遺物（国立羅州文化財研究所 2012b）
▲ガラス玉

































▲羅州伏岩里 3号墳 ’96石室墓内の 2号甕棺
▲羅州伏岩里 3号墳 ’96石室墓内の 4
基の甕棺
▲羅州伏岩里 3号墳 7号甕棺▲羅州伏岩里 3号墳 6号甕棺
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